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(57)【要約】
　位置決めセパレータケース（１）の貫通孔（６）に並
置収容される円柱または角柱形の複数のセル（２）から
なる電池であって、位置決めセパレータケース（１）が
、２個の接触保持パネル（３、４）の間に配置され、こ
れらのパネルの内面が、前記内面に溶接なしに固定され
る１つまたは複数の接触帯（９）を備えて複数のセルを
電気的に相互接続し、この接触帯（９）または各々の接
触帯（９）が、可撓性の導電性材料で構成されて前記１
つまたは複数の接触帯（９）からカットされた複数の可
撓性の接触ブレード（１０）を含み、これらの接触ブレ
ードが、位置決めセパレータケース（１）にねじ留めに
より固定される接触保持パネル（３、４）の内面に配分
された個々の弾性押圧手段（１２）によりセル（２）の
端子に当接保持され、それによって、前記接触ブレード
（１０）が、前記セルの端子または電極の一つで個々に
押圧保持されるようにした電池である。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　位置決めセパレータケース（１）の貫通孔（６）に並置収容される円柱または角柱形の
複数のセル（２）からなる電池であって、位置決めセパレータケース（１）が、２個の接
触保持パネル（３、４）の間に配置され、これらのパネルの内面が、前記内面に溶接なし
に固定される１つまたは複数の接触帯（９）を備えて複数のセルを電気的に相互接続し、
この接触帯（９）または各々の接触帯（９）が、可撓性の導電性材料で構成されて前記１
つまたは複数の接触帯（９）からカットされた複数の可撓性の接触ブレード（１０）を含
み、これらの接触ブレードが、位置決めセパレータケース（１）にねじ留めにより固定さ
れる接触保持パネル（３、４）の内面に配分された個々の弾性押圧手段（１２）によりセ
ル（２）の端子に当接保持され、それによって、前記接触ブレード（１０）が、前記セル
の端子または電極の一つで個々に押圧保持されるようにしたことを特徴とする電池。
【請求項２】
　可撓性の接触ブレード（１０）が、前記端子に向かって配向されて接触保持パネル（３
、４）のフレーム要素（８）に結合されたばね（１２）によって、セル（２）の端子に個
々に当接保持されることを特徴とする請求項１に記載の電池。
【請求項３】
　各々の接触保持パネル（３、４）の内面が、互いに分離され且つ平行に配置された複数
の接触帯（９）を備えていることを特徴とする請求項１または２に記載の電池。
【請求項４】
　各々の接触帯（９）が、平行な複数列の可撓性の接触ブレード（１０）を含んでいるこ
とを特徴とする請求項３に記載の電池。
【請求項５】
　セル（２）および接触帯（９）が、並列接続されるように構成されていることを特徴と
する請求項３または４に記載の電池。
【請求項６】
　セル（２）および接触帯（９）が、直列接続されるように構成されていることを特徴と
する請求項３または４に記載の電池。
【請求項７】
　セル（２）および接触帯（９）が、直列接続および並列接続されるように構成されてい
ることを特徴とする請求項３または４に記載の電池。
【請求項８】
　距離またはピッチ（ｐ）により隔てられた複数列または複数行のセル（２）を含んでお
り、一方の接触保持パネルの接触帯（９’）が、他方の接触保持パネルの可撓性の接触帯
（９”）に対して、このピッチ（ｐ）分だけオフセットされていることを特徴とする請求
項４に記載の電池。
【請求項９】
　接触帯（９）または各々の接触帯（９）が、接触保持パネル（３、４）のフレーム要素
（８）の内面に、前記内面が備えるつめ（１１）への突き刺しにより固定されることを特
徴とする請求項１から８のいずれか一項に記載の電池。
【請求項１０】
　１つまたは複数の通路（７）が、セル（２）の側面と、前記セルが収容される貫通孔（
６）の内面との間に設けられて、セルに沿って冷却空気を循環可能にしたことを特徴とす
る請求項１から９のいずれか一項に記載の電池。
【請求項１１】
　円柱形の複数の素子または形セル（２）を含み、前記セルが収容される位置決めセパレ
ータケース（１）の貫通孔または升目（６）が、多角形の断面、好適には正方形の断面を
有し、それによって、著しい隙間なしにセルを位置決め保持しながら、前記セルに沿って
セルの周囲に冷却空気を循環可能にしたことを特徴とする請求項１０に記載の電池。
【請求項１２】
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　少なくとも１つの接触保持パネル（３、４）のフレーム要素（８）が、好適にはその表
面または面積全体にわたって穿孔され、それによって、前記１つまたは複数のパネルを通
って冷却空気を循環可能にしたことを特徴とする請求項１から１１のいずれか一項に記載
の電池。
【請求項１３】
　位置決めセパレータケース（１）に接触保持パネル（３、４）を固定するねじ留め機構
のねじ（５）の一部分が、接触帯（９）の間に設けられたスペース（１３）を通過するこ
とを特徴とする請求項３から１２のいずれか一項に記載の電池。
【請求項１４】
　接触帯（９）の間に設けられたスペースを通過するねじ（５）は、それらのねじ留め軸
が４個の素子またはセル群（２ａ、２ｂ、２ｃ、２ｄ；２ａ’、２ｂ’、２ｃ’、２ｄ’
）の軸の中心にくるように配分されて、前記４個の素子またはセルの電極を周囲の４個の
接触ブレードが一定かつ安定して強く押すようにされていることを特徴とする請求項１３
に記載の電池。
【請求項１５】
　ねじ（５）は、位置決めセパレータケースが有する突出柱状部（１５）で、その各面お
よび周辺部と、周辺部により画定される内部スペースとにねじ留めされることを特徴とす
る請求項１３または１４に記載の電池。
【請求項１６】
　セル（２）の＋電極および－電極との接触帯（９）の接触面（１０）が、それ自体公知
の導電性接点グリースで被覆されていることを特徴とする請求項１から９のいずれか一項
に記載の電池。
【請求項１７】
　位置決めセパレータケース（１）の貫通孔（６）が、素子またはセル（２）の長さより
短い長さ（Ｌ）を有し、前記セル（２）の正および負の端子が、前記ケースの貫通孔（６
）の開口端から出るようにされていることを特徴とする請求項１から１６のいずれか一項
に記載の電池。
【請求項１８】
　携帯式であって、前記電池（１６）が、たとえばリュックサック型のかばん（１７）に
入れられ、あるいは、ケーシング（１４）の外側部分の１つまたは電池パックの外側部分
（３、４）の１つに結合されるベルトまたはストラップ（１８）を備えていることを特徴
とする請求項１から１７のいずれか一項に記載の電池。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、溶接なしに位置決め相互接続される円柱形または角柱形の複数のセルからな
る電池に関する。
【背景技術】
【０００２】
　現在の電池、特に、電動工具の駆動に必要な電気エネルギーを保存するための電池は、
多数（時には約１００個）の素子から構成され、これらの素子は、前記素子の端子に溶接
される導電性ブレードからなる接点により電気的に相互接続され、素子は絶縁体により隔
てられて接着テープによりパックとして組み立てられる。このような電池を実現するには
、面倒で時間と費用のかかる接続が必要である。さらに、このような電池は、アフターサ
ービスまたはメンテナンスサービスによって１つまたは複数の素子の故障が判明した場合
に、これを交換することができない。
【０００３】
　少ない数の素子から構成されて、カメラ、写真機、レーザプレーヤ等の携帯式小型装置
の動作に必要な電気エネルギーを供給する電池の製造に用いる場合は、溶接のない電池が
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提案されており（米国特許第５０９６７８８号明細書）、この電池は、
　カバーを有するハウジングと、
　上と下の列の１組のプレートに配置されて前記ハウジング内に収容され、各セルが正極
の端子と負極の端子とを有する複数のセルと、
　複数のセル同士を相互接続させる単一の導電性シートからなる可撓性の回路と、
　ハウジングの底の内面と前記可撓性の導電性シートの一部との間に配置された第１の押
圧素子および、カバーと可撓性の導電性シートの他の部分との間に配置された第２の押圧
素子とを有し、前記第１および第２の押圧素子の各々が弾性のフィンガを備え、前記弾性
のフィンガが、正極および負極に向かって傾斜し、それによって、前記導電性シートの対
向部分を前記端子に当接させて、前記複数のセルの相互接続を実施するようにしている。
【０００４】
　多数のセルからなる電池にこうした装置を適用することは検討可能だとは思えない。な
ぜなら、このような用途では、この種の装置が、以下のような致命的な欠点を少なくとも
有するからである。
　並列接続により組み立てられた多数のセル（たとえば約１００個のセル）からなる電池
は、相互接続回路によって送電すべき非常に高い（１００アンペアまでの）電流を発生し
、これは可撓性の回路では実施することができない。
【０００５】
　可撓性の回路（ポリアミドまたはポリエステルフィルム）を構成する材料は非常に脆弱
であり、支持ばねがごくわずかに動いただけで摩擦によって劣化する可能性があり、それ
によって電気的な接触損失が生じる。
【０００６】
　米国特許第５０９６７８８号明細書に簡潔に記載されたようなばね（１枚の鋼板からカ
ットしたと想定されるばね）は、セルの端子に対して柔軟な接触帯を有効に接触させるの
に十分な行程と支持力とを持たない。なぜなら、製造公差は、約２ｍｍの行程を必要とし
、接触応力は、支持を信頼性の高いものにするには約２ｋｇでなければならず、これは、
上記の文献に記載された装置では得られないからである。
【０００７】
　可撓性の回路のコストは、この回路の面積に直接関連する。上記文献で提案されている
技術を多数の接続セルからなる電池の実現に用いた場合（非常に大きな面積を考慮する必
要がある）、価格が非常に高くなることが想定される。
　上記文献によれば、シール方法によってカバーを閉鎖した後ではもはや電池を分解でき
ない。
【０００８】
　少数のセルからなる電池の製造に用いる場合（独国特許第５１５０５１号明細書）、カ
バーにより閉じられるケースにこれらのセルを収容することが提案された。この文献によ
れば、複数の可撓性の小型ブレードがカバーの下面に固定され、それによって、前記カバ
ーをかぶせた後に各セルを隣接セルに接続している。このような構成は、接触ブレードに
沿った非常に正確な接続を前提とするので、多数のセルを含む電池の構成に対して検討す
ることはほとんどできない。しかも、接触ブレードは、それらに固有の弾性作用のみでセ
ルの端子に当接されるので、このような押圧力は、良好な接触を継続させるには不十分で
あり、職業的な目的で激しい動きを伴って使用される電池では寿命を短くしてしまうこと
がある。
【０００９】
　さらに、多数のセルからなる電池の製造に用いる場合、これらのセルを、両面が開いた
ケースに収容して、前記セルの対向端に溶接される小型の接続プレートを用いてセルを２
個ずつ接続することが知られている（欧州特許第１４５０４２２号明細書）。
【００１０】
　この接続方法の欠点は、多数の溶接を実施するために、溶接に適した素子またはセルと
、価格が高くて操作が複雑な大型の特殊工具とを必要とすることにある。この接続方法の
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別の主な欠点は、たとえば１つまたは複数の故障素子を交換するために電池を分解できな
いことにある。
【００１１】
　さらに、欧州特許第１４５０４２２号明細書に記載された装置で使用される小型の接続
プレートは、個々の押圧手段ではなく、接続されるセルの端子と、上および下のカバープ
レートとの間に配置されるゴムプレート等の、弾性材料のプレートからなる集合的な押圧
手段によって、電池の素子の電極に押圧される。このような弾性プレートは、特に溶接が
破損した場合には、小型の接続プレートと素子またはセルとの間で電気的な接触の連続性
を確保することができない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１２】
【特許文献１】米国特許第５０９６７８８号明細書
【特許文献２】独国特許第５１５０５１号明細書
【特許文献３】欧州特許第１４５０４２２号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　本発明は、溶接または貼り合わせなしに並置されて相互接続された複数の素子またはセ
ルからなる電池を、分解可能かつ高信頼性で簡単迅速かつ経済的に実現することをめざし
ている。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　本発明によれば、この目的は、位置決めセパレータケースの貫通孔に個々に並置収容さ
れる円柱または角柱形の複数のセルからなる電池により達成され、この電池は、特に、こ
れらの貫通孔が好適にはセルの長さよりも短い長さを有して、前記セルの正および負の端
子が貫通孔の開口端から出るようにされており、この位置決めセパレータケースが、２個
の接触保持パネルの間に配置され、これらのパネルの内面が、前記内面に溶接なしに固定
される１つまたは複数の接触帯を備えて複数のセルを電気的に相互接続し、この接触帯ま
たは各々の接触帯が、可撓性の導電性材料で構成されて前記１つまたは複数の接触帯から
カットされた複数の可撓性の接触ブレードを含み、これらの接触ブレードが、位置決めセ
パレータケースにねじ留めにより固定される接触保持パネルの内面に配分された個々の弾
性押圧手段によりセルの端子に当接保持され、それによって、前記接触ブレードが、前記
セルの端子または電極の一つで個々に押圧保持されるようにしたことを特徴とする。
【００１５】
　ねじを用いて電池の３個の構造素子を機械的に組み立てることによって、電池の組立を
簡素化でき、組立時間が大幅に節約されるので、このことがコストに良い影響を及ぼすこ
とが分かる。さらに、この組立は非常に堅牢であるので、溶接あるいは接着剤、絶縁体、
または接着テープの使用を必要とする組立に比べて経時的に電池の信頼性が一段と増す。
【００１６】
　この組立モードは、さらに、１つまたは複数の素子またはセルが故障した場合、アフタ
ーサービスまたはメンテナンスサービスによって、これらを容易に交換することができる
。
【００１７】
　他方で、特に、可撓性の接触帯または各々の可撓性の接触帯と電池の素子またはセルの
端子または電極との間で、特に強電流に対して非常に信頼性のある接触が得られる。各々
の可撓性の接触帯がセルまたは素子の端子または電極の１つに強く当接され、これによっ
て電気的な損失、ひいては接点レベルの過熱が回避可能になり、強電流に対して特に有効
である。
【００１８】
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　有利な実施形態によれば、可撓性の接触ブレードは、前記端子に向かって配向されて接
触保持パネルのフレーム要素に結合されるばねによって、セルの端子に個々に当接保持さ
れる。
【００１９】
　別の特徴的な構成によれば、素子またはセルの＋および－の端子または電極との接触帯
の接触面が、それ自体公知の導電性接点グリースにより被覆され、このようなグリースの
存在によって導電性が促進され、長期の使用期間にわたって接点における腐食を回避する
。
【００２０】
　別の特徴的な構成によれば、各々の接触保持パネルの内面が、互いに分離され且つ平行
に配置された複数の接触帯を備えている。
【００２１】
　複数の可撓性の接触帯を使用することによって、本発明による解決方法は、米国特許第
５０９６７８８号で提案されている単一の可撓性接続回路の使用に比べて、著しく信頼性
を高め、また経済性を向上させている。
【００２２】
　有利には、各々の可撓性の接触帯が、平行な２列の可撓性の接触ブレードを含んでいる
。
【００２３】
　距離またはピッチにより隔てられる複数列または複数行のセルを含む電池に適用可能な
実施形態によれば、一方の接触保持パネルの接触帯が、他方の接触保持パネルの可撓性の
接触帯から、１ピッチだけオフセットされている。
【００２４】
　本発明によれば、また、
　並列接続に従って、または
　直列接続に従って、または
　直列接続と並列接続に同時に従って、
　前記素子またはセルの相互接続を可能にするように、位置決めセパレータケースの貫通
穴に収容されるセルまたは素子の＋電極と－電極を配向して可撓性の接触帯を位置決めす
ることができる。
【００２５】
　電圧を制御して均衡にすることが必要な直列／並列接続されたリチウムイオン素子から
なる電池の場合、各行の並列素子の電圧を測定して均衡にすることができる。この場合、
制御および均衡化は、電池のケーシング内部に配置されて前記可撓性の接触帯に接続され
る電子基板により実施可能である。
【００２６】
　別の特徴的な構成によれば、可撓性の接触帯または各々の可撓性の接触帯が、接触保持
パネルのフレーム要素の内面に、前記内面が備えるつめへの突き刺し（embrochement）に
より固定される。
【００２７】
　この構成によって、接触保持パネルに可撓性の接触帯を正確で簡単かつ迅速に位置決め
することができる。他方で、この構成は、たとえばアフターサービスまたはメンテナンス
サービスにより１つまたは複数の故障素子を交換するために接触保持パネルを分解する場
合、可撓性の接触帯を所定の位置に保持し続ける。
【００２８】
　別の特徴的な構成によれば、１つまたは複数の通路が、素子の側面と、前記素子が収容
される貫通孔の内面との間に設けられて、素子に沿って冷却空気を循環できるようにされ
ている。
【００２９】
　好適な実施形態によれば、電池の円柱形の素子またはセルが著しい隙間なしに収容され
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る位置決めセパレータケースの貫通孔または升目が、多角形の断面、好適には正方形の断
面を有する。
【００３０】
　この構成によって、著しい隙間なしに位置決めを行いながら、電池の円柱または角柱形
の素子またはセルに沿ってセルの周囲に冷却空気を循環できるようにされている。このよ
うな結果は重要である。なぜなら、電池の素子またはセルの充電および放電時に、特に電
池がリチウムを主成分とする蓄電池（リチウムイオンまたはその他）から構成されている
場合、前記蓄電池の内部で温度上昇が発生し、この温度を電池内部の素子またはセルの間
で均衡にして冷却することが大いに望まれるからである。
【００３１】
　同じ目的で、位置決めセパレータケースの各々の大きい面に固定される少なくとも１つ
の接触保持パネルのフレーム要素が、好適にはその表面または面積全体にわたって穿孔さ
れている。有利には、これは、電池パックの上部パネルまたはカバーに関する。
【００３２】
　別の特徴的な構成によれば、位置決めセパレータケースに接触保持パネルを固定するね
じ留め機構のねじの一部分が、可撓性の接触帯の間に設けられたスペースを通過する。
【００３３】
　この構成によって、接触保持パネルは、位置決めセパレータケースの大きい面にしっか
りと固定される。
【００３４】
　別の特徴的な構成によれば、可撓性の接触帯の間に設けられたスペースを通過するねじ
は、それらのねじ留め軸が４個の素子またはセル群の軸の中心にくるように配分され、そ
れによって、周囲の４個の接触ブレードを、前記接触ブレードに面して配向された前記４
個の素子またはセルの端子に一定かつ安定して強く押すようにしている。
【００３５】
　本発明による電池は、有利には、たとえば新世代の電気車両、携帯電気器具等の多数の
基本セルの組み合わせが求められる高電圧給電源を必要とするあらゆる用途に使用可能で
ある。
【００３６】
　上記の、またその他の目的、特徴、および長所は、添付図面と以下の説明からいっそう
明らかになるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００３７】
【図１】本発明による電池パックを構成する３つの部分の分解組立斜視図である。
【図２】電池の素子またはセルが収容される貫通孔または升目における位置決めセパレー
タケースを示す平面図であり、本発明の説明および理解を容易にするために、そのうちの
幾つかの要素を取り除いている。
【図３】電池パックの上部パネルまたはカバーの内面を示す平面図であり、同様に本発明
の説明を分かりやすくするために、１つの接触帯を取り除いている。
【図４】電池パックの下部パネルまたは底の内面を示す平面図であり、後述する説明を分
かりやすくするために１つの接触帯をはずしてある。
【図５】電池バックの一部切欠上面図である。
【図６】図５の６－６線による縦断面図である。
【図７】図５の７－７線による横断面図である。
【図８】電池のセルに沿った空気の循環通路を示す詳細な拡大平面図である。
【図９】図８の９－９線による縦断面図である。
【図１０】接触保持パネルの内面を示す一部切欠図であり、前記内面への可撓性の接触ブ
レードの突き刺し固定を示している。
【図１１】図１０の１１－１１線による断面図である。
【図１２】セルの＋電極または－電極に接触ブレードを当接可能にするばねの固定方式を
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示す、詳細な拡大断面図である。
【図１３】電池パックの周辺部により画定されるスペース内部における圧力ばねの配分を
示す、詳細な拡大平面図である。
【図１４】セルのアセンブリの対向電極に対する相互接続帯の位置決め例を示す分解組立
斜視図である。
【図１５】外装または保護カバーを備えた本発明による電池を示す、一部切欠斜視図であ
る。
【図１６】リュックサック等のかばんに収容された本発明による携帯電池を示す、一部切
欠斜視図である。
【図１７】電池パックを含むケーシングの外側部分の１つが携帯装置の内蔵部分をなして
いる携帯電池の実施形態を示す、図１６と同様の図である。
【発明を実施するための形態】
【００３８】
　以下、添付図面を参照しながら、少しも限定的ではないが、本発明による溶接なしの電
池の１つの実施形態について説明する。
【００３９】
　以下の説明およびクレームにおいて、
　「セル」という用語は、好適には円筒形の充電式の基本蓄電池を意味し、これは、フラ
ンス語の技術用語では大抵「素子」と呼ばれる。
　「複数」という単語は、２個以上の数を意味し、本発明の範囲では、「多数（nombreus
es）」または「多数（grand nombre）」という表現と同等であるものと理解しなければな
らない。
　「底」または「カバー」という語は従来と全く同様であり、単に、必要な場合に接触保
持パネルを区別することだけを目的としている。
　電池パックという表現は、電池の３つの主要部分からなるアセンブリを意味する。
【００４０】
　本発明による電池は、その電気エネルギー保存機能において、主に、以下の３つの部分
から構成される。
　電気エネルギー保存セル２が個々に収容される位置決めセパレータ１
　前記位置決めセパレータ１の対向する大きい面に、ねじ５を用いて固定される２個の接
触保持パネル３と４
【００４１】
　位置決めセパレータ１は、主に、たとえばほぼ長方形のケースから構成され、このケー
スは、有利には多角形で好適にはほぼ正方形の断面を有する複数の升目または貫通孔６を
含んでいる。これらの貫通孔６は、前記貫通穴に著しい隙間なしに収容される、好適には
円筒形のセル２を囲むように寸法決定される。この構成により、ケース１内に位置決めさ
れるセル２に沿って通路７が設けられ、前記セルに沿ってセルの周囲に冷却空気が循環で
きるようにされている（図８および９）。
【００４２】
　貫通孔６は、平行な複数の行または列で配置されている。それらの数は、電池の用途に
応じて変えることができる。たとえば、ケース１は、それぞれが８個の貫通孔を有する１
２個の列に配分された、多かれ少なかれ９６個の貫通孔６を備えることができる。
【００４３】
　貫通孔６は、好適には、また有利には、セル２の長さｌより短い長さＬを有し、それに
よって、これらのセルがケース１に位置決めされたとき、それらの正の端子および負の端
子から構成される対向端が前記貫通孔の開口端から出るようにされている（図９）。
【００４４】
　接触保持パネル３と４はフレーム８を含み、フレームの内面に少なくとも１つの接触帯
９、好適には複数の接触帯９が位置決め固定され（図３および４）、前記パネル３と４が
中央の位置決めセパレータ１に組み立てられるとき、電池の素子２を電気的に相互接続す
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る。接触帯９は、好適には可撓性の材料で構成され、たとえば、ニッケルコーティングし
た薄い銅帯等の、導電性かつ不錆性のあらゆる薄い金属シートから構成することができる
。
【００４５】
　リチウムイオンセルを使用する場合、接触帯９の端部の１つは、充電時に電池の電圧測
定システムとセルの均衡システムとへの接続シンブル９ａを備えている。
【００４６】
　可撓性の接触帯の列の端部に配置される２つの接触帯９は、同様に、電池の＋の端子と
－の端子とにそれぞれ接続される第２のシンブル９ｂを備えており、これらのシンブルは
、使用器具または機械、および／または電池の充電器に接続されるように構成されている
。
【００４７】
　少なくとも１つの接触保持パネル３、４のフレーム要素８は、好適にはその表面または
面積の全体にわたって穿孔されて、前記１つまたは複数のパネルを介して冷却空気を循環
できるようにされている。
【００４８】
　ケース１と、パネル３、４のフレーム要素８とは、たとえばポリアミドからなる、あら
ゆる適切な剛性の絶縁プラスチック材料８の成形により製造可能である。
【００４９】
　本発明の別の有利な特徴構成によれば、この接触帯９または各々の接触帯９は、好適に
は前記可撓性の接触帯からカットされた、少なくとも１つの可撓性ブレード１０を含んで
いる。これらの可撓性ブレード１０は、たとえばパネルのフレーム要素の内面が備える異
なる押圧手段によって、セル２の＋と－の端子または電極で個々に当接保持され、その好
適な実施形態については後述する。接触ブレード１０は、また、それ自体が、セル２の電
極への当接保持を行う押圧手段またはばねを構成するように、弾性材料から製造してもよ
い。
【００５０】
　好適には、各々の接触保持パネル３、４の内面が、互いに分離されて平行に配置される
複数の可撓性の帯９を備えている。各々の接触帯９は、少なくとも２列の平行な可撓性ブ
レード１０を含んでいる。
【００５１】
　有利には、この可撓性の接触帯または各々の可撓性の接触帯９が、接触保持パネル３、
４のフレーム要素８の内面に、前記内面が備えるつめ１１への突き刺しによって固定され
る（図１０～１２）。
【００５２】
　本発明の別の有利な構成によれば、ケース１内に位置決めされるセル２の＋電極および
－電極と、接触帯９とは、次のように構成される。
　前記セルの並列接続
　または前記セルの直列接続
　または前記セルの直列および並列接続
【００５３】
　ケース１に位置決めされるセル２は、複数の平行な列または行を形成し、それらの軸は
、一定の距離またはピッチｐにより隔てられ、本発明の特徴的な構成によれば、一方の接
触保持パネルの可撓性の接触帯９’は、他方の接触保持パネルの接触帯９”に対してピッ
チｐだけオフセットされている（図１４）。
【００５４】
　非常に有効な実施形態によれば、パネル３と４のフレーム要素の内面が、セル２の＋ま
たは－の端子に向かって配向された複数のばねを備えており、これらのばねが、接触帯９
の可撓性ブレード１０に当接されることによって、前記端子に前記可撓性ブレード１０を
個々に当接可能にしている。
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【００５５】
　これらのばねは、好適にはパネル３と４のフレーム要素８に、それらの一端を介して分
解不能に固定されたコイルばね１２から構成される（図１２）。
【００５６】
　前述のように、接触保持パネル３、４は、ねじ５を用いて、中央の位置決めセパレータ
１に組み立てられる。この組立を可能にするねじ留め用のねじの一部分は、接触帯９の間
に設けられたスペース１３を通る。ねじ５は、ケースにより画定されるスペースの内部で
、ケース１がその周辺部に有する柱状部１５にねじ留めされる。柱状部１５は、ケースの
高さよりもやや高いので、ケース１の各面から突出している。
【００５７】
　有利には、接触帯９の間に設けられたスペース１３を通るねじ５は、それらのねじ留め
軸がケース１に位置決めされた４個のばね群１２ａ、１２ｂ、１２ｃ、１２ｄの軸と４個
のセル２ａ、２ｂ、２ｃ、２ｄまたは２ａ’、２ｂ’、２ｃ’、２ｄ’群の軸との中心に
くるように配分される（図１３）。このような多数の組立箇所と、それらの配分とを検討
することにより、電池パックの３つの部分を堅牢に組み立てることができ、また、セル２
からなるアセンブリの＋と－の電極または端子に可撓性の接触ブレード１０の全体を一定
かつ安定して当接させることができる。
【００５８】
　相互接続帯９のブレード１０と、セル２の＋と－の電極とが、このように直接安定して
接触することによって、前記セルの電圧を非常に正確に測定可能になる。その理由は、こ
のような接触によって抵抗をごく小さくすることができ、特にリチウムイオン電池の場合
に必要な測定を誤らせることがないからである。
【００５９】
　有利には、セル２の＋と－の電極と、相互接続帯９の可撓性ブレード１０との接触面が
、それ自体公知の導電性接点グリースにより被覆される。
【００６０】
　接触保持パネル３、４は、ほぼ同じものとすることができ、位置決めセパレータ１およ
びセル２と共に、ケーシングまたは外装１４に収容可能な電池パックを構成可能である。
有利には、接触保持パネル３、４は、電池のケーシングを直接構成するように配置可能で
あり、パネル３が、たとえばこのケーシングの底を構成し、ケーシングのカバーが、この
場合にはパネル４から形成される。別の実施形態によれば、下部パネルがケーシングの底
を構成し、ケーシングの残りの部分が、前記底に着脱式に固定されるカバーから形成され
る。
【００６１】
　使用器具または充電器への電池接続を可能にする接続端子への接触帯の接続手段や、電
池の適正動作および安全性を確保する電子回路については、当業者にとってよく知られて
いるので、その説明を省く。
【００６２】
　上記のように構成された電池１６の別の特徴は、この電池が携帯式であることにある。
【００６３】
　電池は、リュックサックタイプのかばん１７（図１５）に入れることができ、あるいは
、電池１６または電池パックのケーシング１４の外側部分の１つが、持ち運びを可能にす
るベルトまたはストラップ１８を備えることができる（図１６）。
【符号の説明】
【００６４】
　１　セパレータケース
　２　セル
　３、４　接触保持パネル
　５　ねじ
　６　貫通孔
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　７　通路
　８　フレーム要素
　９　接触帯
１０　接触ブレード
１１　つめ
１２　コイルばね
１３　スペース
１４　ケージング
１５　突出柱状部
１６　電池
１７　かばん
１８　ベルト

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】

【図１０】

【図１１】

【図１２】
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